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 宗教間対話の始まりは、1893 年の「万国宗教会議」と言われることもあれば、1960 年代
から 1970 年代が現代的な意味での始まりとされることもある。 
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しも「祝」の場ではない。この「祝祭」概念については稲葉振一郎の議論を参照している
（稲葉、2008、135～138 頁）。  
4 World Conference on Religions and Peace の略称であるが、現在では世界的には
Religions for Peace（RfP）と改称している（世界大会名は World Assembly of Religions for 
Peace）。日本においてのみ、未だに WCRP という略称が一般的に用いられているため、本
論でもその略称を踏襲している。最近では立正佼成会の機関紙である「佼成新聞」や新日
本宗教団体連合会の機関紙「新宗教新聞」で、WCRP の略称とともに RfP の略称も併記さ
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 一方、Dabru Emet は、ユダヤ教徒のために出された複数のグループからなるユダヤ教
学者による宣言であり、2000 年 9 月に発表された。4 人の著者によって文章が形作られ、
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立正佼成会の付属機関、中央学術研究所は 1991 年から 3 年間に渡り、宗教間対話・協力


































































































央学術研究所は 1991 年から 1993 年までの三年間、「宗教協力の理念と運動に関する研究」
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万国宗教会議は 1893 年 9 月 11 日から 17 日間に渡って、コロンビア万国博覧会において
行われた。コロンビア万国博覧会は、コロンブスによるアメリカ「発見」400 年を記念して







1891 年 4 月に万国宗教会議委員会を設立し、その議長にジョン・ヘンリー・バロウズが任
命された。委員はキリスト教の牧師とユダヤ教のラビで構成され、バロウズは長老派教会
の牧師であった。 

















































































































と、「共通の研究事項ならびに時事問題に関する意見の交換」にあった29。同会は 1928 年 6


























アンドリュー・カーネギーの呼びかけから始まった World Conference for International 



















































































































要請されたのであった（この点に関しては第 7 章で再び取り上げる）。 
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この「啓示」を受け、三五教は、1954 年から 1956 年にかけて 8 回の「世界宗教会議」





















































また、日光大会（1955 年 8 月 13、14 日開催）において「宗教世界協力協議会」が発足
している。これは、本会議での決議にある「国際的宗教協力機関を結成すること」を実現
したものであった91。 





































































































































1954 年 3 月 1 日、アメリカによる太平洋ビキニ水域での水爆実験が行われた。これを受
け、新日本宗教団体連合会は 1954 年 10 月 17 日の全国評議員会で、「宗教的人道主義」の
立場から、原子力兵器の使用及び実験に反対する決議を採択している107。また、日本宗教



































言」（ “Nostra Aetate” ）である。Nostra Aetate 成立の詳しい経緯については、第 1 章に
おいて触れているので、ここでは内容について見ておきたい。 
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WCRP は、国連 NGOとして 1973 年 5 月に公認されており、国連と密接にかかわった活
動を展開してきた。組織について言えば、WCRP 日本委員会を始め、アジア、アフリカ、






































































































第六回は、1994 年 11 月 3 日から 9 日まで、バチカンとイタリアのリバデガルダで「世
界の傷を癒す宗教―平和をめざす宗教」をテーマに開催された。 
第七回は、1999 年 11 月 25 日から 29 日までヨルダンのアンマンで「共生のための地球
的行動―新たな千年期における宗教の役割」をテーマに開催されている。 








































































































































この「中野区宗教者会議」は、翌年 7 月 21 日には、「中野区明るい社会づくり推進協議
会」の宗教部会として再編・発足している。「中野区明るい社会づくり推進協議会」の宗教



























後も 1996 年 6 月 29 日「中学生問題懇談会」、1998 年 9 月 4 日「研究集会」を開催し、1999
年 11 月 23 日には、区長、教育長、町会・自治会長及び商店街理事長と宗教者が交流し、
地域が抱える課題について意見交換を行っている。 












































参加者からも、地域に根差すという目的も見ることができる。更に、2012 年 5 月 27 日に
行われた第十三回の案内文でも、社会的な関心の高さがうかがえる。 
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り、1946 年 9 月に名称を「東京都慰霊堂」と改め、現在約 163,000 体の遺骨が安置されて
いる。 














































 2007 年 10 月 22 日に行われた式典には、仏教から 7 寺院、神道から 5 神社、カトリック
から 5 教会、新宗教から 3 教団を代表して 16 人と、会員・信者が集まった。式典終了後の

















































































































  Ｓ氏：〔陰役をしていることを〕あえて言わなくても、自分たちは喜びがあるから。 












































展示する「大本海外作品点」が 1972 年から 3 年 3 ヶ月に渡って開催された。1972 年 10
月 19 日のパリ展を皮切りに、フランス、イギリス、オランダ、ベルギー、アメリカ、カナ





















1977 年 2 月 3 日、大本開教を記念する大本節分大祭当日に、京都府綾部市にある聖地に
モートンが訪れ、モートンの司式によるキリスト教礼拝が行われた。「みろく殿」の神殿に
は高さ 60 センチの白木の十字架が安置され、その前には神道様式の献饌がなされた。 




ませ」と唱える。もともとは “Have mercy upon us” であり、「我らを憐れ
みたまえ」となるところである。その後「祝祷」「早禱式」「説教」と続き、「祝福」の後、
「平和の祈り」（Kiss of Peace）となり、閉会となった。 
 同式典の説教においてモートンは「今日、共に私たちが礼拝することによって、神の御前
で、私たちが同じ聖なる父を持つ兄弟姉妹であることを宣言しました。Kiss of Peace を交
わすことで、最も深いレベルでの我々の一致を示しました」と述べている8。 
1977 年 11 月 7 日には、グレース大聖堂長のスタンレー・フォーレスト・ロジャーズが
京都府亀岡市の天恩郷（大本の聖地）を訪れ、ロジャーズの司式によるキリスト教礼拝式が







 写真 1 
「みろく殿」内にある「エピスコパルコーナー」の展示。実際に使用された白木の十字架な





















そもそも、この懇話会発足の契機は、1986 年 10 月 27 日に、ローマ教皇ヨハネ・パウロ
二世の呼びかけで行われた諸宗教合同での「祈り」の集会であった。世界中の宗教代表者約
100 名が、イタリアのアッシジに集い、それぞれの宗教儀礼で「平和の祈り」を行ったもの











 筆者も参加した 2011 年 11 月 5 日の「世界平和を祈る集い」は、東日本大震災を受け、
特別に催されたものである。カトリック綾部教会で行われ、約 60 名が参加していた。式次
第は基本的にはキリスト教カトリック式で行われ、集会祈願が行われた後、第一朗読（イザ
ヤ書 2 章 1～5 節）、答唱、祈り（聖フランシスコの平和の祈り）、第二朗読（ヨハネ・パウ




























































 筆者が参加した 2011 年の「平和の祈り」の集いは、9 月 11 日にオープニングセレモニ
ーが行われ、バイエルン州首相のホルスト・ゼーホーファーやドイツ連邦共和国大統領のク
リスティアン・ヴルフなどもスピーチを行っている。翌日からは、ミュンヘン各地でパネル
発表が行われた。 “Prayer at the Roof of Peace” や “What Identity in a Globalized 
World? ” などをテーマとして、2 日間で 35 ものパネルが行われており、それぞれ各国の宗
教者が発表し、参加者からの質問に答えるというスタイルがとられている。これらは第一象
限に位置する宗教間対話と言えるだろう。 




























































「8.14 式典」は、第 1 回を 1962 年 4 月 29 日、第 2 回を 1967 年 8 月 15 日に開催して
おり、8 月 14 日に開催するようになったのは第 3 回（1968 年）からであり、これ以降毎年































を目指して展開された運動である。具体的なものは、自由民主党が 1969 年から 1972 年に
かけて議員立法案として提出した「靖国神社法案」である。その法案によれば、国家管理（国























が 8 月 14 日に固定され、毎年開催されるようになるのは、まさにこの時期（1968 年）で
あった。 






























 白光真宏会は毎年 5 月に「世界平和交響曲」（Symphony of Peace Prayers, SOPP）と呼
































他方で、SOPP は諸外国でも行われ、他団体による主催でも開催されている。2010 年 5



































































































































































































































































2 聞き取りは、2015 年 2 月 15 日立正佼成会墨田教会で行った。 
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原伸江（当時）が呼びかけ人となって 2006 年 6 月 26 日に発足した。これ以降、約 2 か月
に一回のペースで会合が開催されており、2015 年までに 52 回を数えている。仏教、キリ
スト教、教派神道、新宗教から、平均して 15 名前後が参加しており、ここ 2 年は 10 名前
後の参加が見られる。 











２－２．第 51 回懇話会における対話 















































２－３．第 52 回懇話会における対話 










































































































WCRP 世界大会に触発されて結成された団体である。同懇話会の機関誌「じべた」第 6 号
には、以下のような記述がある。 
 















 まずは山梨県宗教者懇話会の歩みを押さえておく。山梨県宗教者懇話会は 1971 年 3 月 8
日に発足している。発端は山梨日日新聞の坂本徳一が 1970 年 12 月 27 日、各宗教団体（日
蓮宗、真言宗、PL、神社庁、立正佼成会、キリスト教）に呼びかけ、「宗派を越え、埋没し
た県内の精神文化復活のために行動しよう」をテーマに座談会を開いた（新聞の見出しは









その後、これらの発言は現実のものとなり、1971 年 2 月 17 日に再び座談会が開催され、









































 「じべた」は年に 1 回発行されており、山梨県宗教者懇話会の活動（文化講演会や研修
など）を紹介するとともに、その時々のテーマに沿った座談会を掲載し、また、著名人へ
のインタビュー記事、山梨県の風土や歴史、詩などの文化欄、新刊や映画紹介などもあり、
概ね 100 ページ前後で編集されており、2015 年までに 40 号を数えている。 









































































































 「日本宗教ネットワーク懇談会」は、新日本宗教団体連合会（新宗連）の 2001 年 10 月
















































































































































































































































































































教ネットワーク懇談会に誘った A 氏のような人物が「ストレートな人」なのだという。 
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年から活動し、病院慰問、共同礼拝などを行っている。地域的なエキュメニカル運動であ
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4 「じべた」第 27 号、2002、16 頁。 
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17 「新宗教新聞」第 932 号、2004 年 8 月 25 日、2 面。 
18 「新宗教新聞」第 944 号、2013 年 7 月 25 日、1 面。 
19 樫尾・本山、2015、13 頁。 





                                                                                                                                                     
22 筆者は、同懇談会に 2010 年から委員として参加し、12 年からは新宗連事務局員として
参加している。 
23 筆者も直接参加している。以下の対話も同様である。 







26 恐れや疑いが対立や暴力を生み出すと指摘されることは多いが（たとえば [Grundmann, 
2015, p. 9] ）、宗教間対話内での「同化」の暴力性についてはあまり言及されていない。 
















32 ハイジック、2000、365 頁。 
33 同書、369 頁。 
34 南山宗教文化研究所、1994、45～46 頁。 
35 同書、61 頁。 
36 「宗教問題」第 11 号、2015、96 頁。 
















                                                                                                                                                     
指摘している（藤原、2010、285 頁）。 
42 津城、2011、20～21 頁。 
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第 2 章で記したとおり、新日本宗教団体連合会（新宗連）は、1951 年に新宗教を中心と
して結成された団体である。新宗連は先に見たように、GHQにいた W・P・ウッダードが
その設立に大きく関与しており、そのきっかけは宗教法人法の制定にあると見える。しかし、



































































































































































































































































































































がある47。また、1952 年 5 月 2 日に広島県主催の「原爆犠牲者追悼式典」が執行され、そ
れとは別に、「広島県宗教連盟」による「神・仏・基合同の慰霊式と法要」が行われている。
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18 群馬県宗教団体連合会記念誌編集委員会、2014、19 頁。 
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20 同書、33 頁。 
21 神奈川県宗教連盟記念誌編集委員会、1991、32 頁。 
22 同書、30 頁。 
23 同書、34 頁。 
24 同書、36 頁。 
25 同書、66 頁。 
26 同書、69 頁。 
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セージ：「第 40 回宗教法人運営実務研究協議会」を終えて」参照）。 
34 東京都宗教連盟理事から提供をいただいた。 
35 開催数から数えて、第 1 回は 1969 年のはずであるが、正式な記録が残っていないため、
不明である。当時の資料は残っているが、それが第 1 回であるかは判然としない。ちなみ
に 1969 年の名称は「宗教法人事務研究協議会」であり、1970 年から「宗教法人事務指導
者研究協議会」となっている。 
36 「新宗教新聞」第 1055 号、2014 年 6 月 28 日、4 面。 
一回限りの交流に留まっており、継続する兆候は見えない。 
37 「新宗教新聞」第 287 号、1964 年 3 月 20 日、1 面。 
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41 「新宗教新聞」第 1075 号、2016 年 2 月 26 日、4 面。 
42 西村、2006、90 頁。 
43 同書、93 頁。 
44 「新宗教新聞」第 1 号、1952 年 5 月 5 日、2 面。 
45 「新宗教新聞」第 87 号、1955 年 3 月 20 日、1 面。 
46 西村、2006、94 頁。 
「政教分離」原則は、日本国憲法第 20 条及び第 89 条において、定められている。 
47 中外日報広島支社、1996、31 頁。 
「ポツダム政令」が何を指すか不明ではあるが、1945 年 10 月 4 日には「政治的、社会的
及び宗教的自由ニ対スル制限除去ノ件」という覚書が、GHQ から発せられている。これに
より、宗教団体法が廃止されることになった。更に、12 月 15 日には「神道指令」が出され、
政教分離が徹底されることとなった。1946 年には憲法が公布され、「信教の自由」「政教分
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48 同書、33 頁。 
49 日本宗教連盟が結成されたのは 1946 年であり、おそらくそれまでは「日本宗教会広島支
部」であったと思われる。 
50 同書、26 頁。 
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 第十一回東西霊性交流は 2009 年 8 月 25 日から 9 月 15 日まで行われ、筆者は 9 月 4 日
から 12 日まで参加し、参加者は日本側（禅僧側）からは 6 名であった。うち 4 人は臨済宗
の男性の雲水であり、2 人は曹洞宗の女性の雲水であり、全員が 30 歳前後という比較的若
い人々であった。その交流の内容はフランスのサン・マルタン修道院（Abbaye Saint 
Martin）、レラン修道院（Abbaye de Lérins）、ノートルダム・ド・ラ・コンパッシオン修
道院（Monastère Notre Dame de la Compassion）の三か所に、2 人ずつの雲水が出向き、
修道生活を体験するというものである。日程は以下のようになっている。 
 
8 月 25 日 シャルル・ドゴール空港着 
8 月 28 日～9 月 10 日 各修道院において独自の日程 
9 月 12 日 シンポジウム（パリ・ドミニコ会本部・ラノンシアシオン修道院） 
 13～14 日 観光・訪問 
 15 日 パリを出発 
 













雲水の 2 人は 8 月 27 日から 9 月 10 日まで滞在していたが、筆者が滞在したのはその約
半分の期間の 9 月 4 日から 10 日までである。以下は修道院のスケジュールである。 
 
6 時     起床‐朝食 
7 時     朝課（Laudes） 
8 時 30 分   三時課（Tierce） 
労働、あるいは勉強（霊的読書） 
11 時 30 分  ミサ（Messe） 
13 時    昼食‐九時課（None） 
14 時    歓談の時間 
14 時 30 分 労働（りんごの収穫やケーキ作り） 
18 時    晩課（Vepres）‐夕食 
20 時    終課（Complies） 
21 時    就寝前の祈り（Vigiles） 
就寝 
 
























































その後、9 月 10 日まで修道院で過ごした雲水は、9 月 11 日にパリへと向かい、翌日ラノ
ンシアシオン修道院でシンポジウムを行った。このシンポジウムには、雲水 6 名と受け入
れ先の修道院から 3 名、その他、ヨーロッパ側で東西霊性交流に携わった人びとが加わり、
































第十二回東西霊性交流は 2011 年 9 月 16 日から 10 月 4 日まで日本で行われ、筆者は 9
月 22 日の大分の萬壽寺から参加し、28 日の花園大学表敬訪問、大塚喜直司教との夕食、そ
して 10 月 2 日の京都国際禅堂訪問を除いて、基本的には修道士と共に行動し、調査を行っ
た。 
修道院側の参加者は、修道士がイタリアとベルギーから 2 名、修道女がイタリアとベルギ










9 月 16 日 来日、曹源寺 
 21 日 京都訪問（修道女のみ） 
 22～27 日 岐阜：天衣寺（修道女）、大分：萬壽寺（修道士） 
 28 日 京都 花園大学表敬訪問、大塚喜直司教夕食招待 
 29 日 京都観光 
9 月 30 日～10 月 1 日 永平寺 
10 月 2 日  京都、京都国際禅堂訪問 
 3 日  報告会準備 
 4 日  報告会 
 
 岡山県にある曹源寺（臨済宗）で一通りの坐禅や禅堂での生活についてのレクチャーを
受けた 2 人の修道士は、9 月 22 日に大分県にある萬壽寺に向かった。修道士の 1 人は坐禅
をして 3 年（不定期で、25 分以上坐ったことはない）のイレーネ・ジォナール（46 歳）と、







3 時 40 分 開静（起床） 
4 時 朝課 
4 時 55 分頃 坐禅 
6 時 10 分頃 粥座（朝食） 
7 時 日天掃除（拭き掃除および庭掃除） 
9 時  茶礼（休憩） 
9 時 30 分  日天掃除 
11 時 斎座（昼食） 
   堂内掃除 
13 時 祈り（修道士のみ、一時間ほど）作務（庭掃除、墓掃除、畑仕事） 
163 
 
14 時 30 分  茶礼 
15 時 休憩（雲水たちは作務だが、修道士たちは老師の計らいで休憩） 
17 時 薬石（夕食） 
   開浴 
18 時 昏鐘（閉門） 
18 時 30 分 開板（坐禅） 
21 時 解定 
   夜坐 
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